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　凡例
　ほとんど標題の「和田キヨ嫗の生活史

（１）～（３）」（奄美ニューズレター NO．
31鹿児島大学奄美委員会2007年６月刊以
降）に準ずる。

０、はじめに
　1991年１月１日に御教示いただいた残り
の項目を紹介したい。特に戦争関係の話に
は、記録に残っていないのが多い。人々の
生活史に多大な犠牲を強いながら、実態さ
え十分に明らかでない。法に決められてい
るという根拠に戦争への道が再びこないた
めには実態を記録に残して学び、平和のた
めに実践していかなければならないことは
多い。集団自決など軍命令が関係ないなど
という言説がある。そうせざるを得ない心
情をたたきこまれる教育の恐ろしさを感じ
る。奄美の小さな島々で戦闘に足手まとい
になる庶民は一箇所に集合することが決め
られていたことが伝承としてある。喜界
島（注）では洞穴に井之川ではテンクシの、
ターバチヤマ、タカバチ（井之川岳の後方
のどこか）集合が知らされていた。
　志願は、「こころざしねがうこと。ある
事をのぞみ願い出ること『広辞苑』」であ
るが、志願兵も応募しなければ警察に呼び
出されて「なぜ志願しないか」と厳しく問
いただされたと言う。これは命令に等しい
ことではないか。警察官の何人かが代わっ
て問うと一人が命令したことにはならない
だろうと思う。14歳ほどの少年が一人個室
に閉じ込められかわるがわる警察官から犯
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人のように問われると行きたくなくても志
願という形を選らばざるを得ない。特攻兵
も形は志願だと生き残りの人が記録に残し
ていた。いくつかは生活史の聞書きをして
おり報告する機会もあるだろう。
　注
　英啓太郎「『集団自決』を奄美に問う」（上・
下）「竹槍訓練と“カミソリ自殺”」、「島にもあっ
た“暗い記憶”」（南海日日新聞2007年７月12日・
17日）英氏は喜界町『坂嶺集落誌』編集他。

　項目
　１井之川に落ちた爆弾、２焼夷弾と機銃
掃射、３家が燃えた前後、４出産前後の家
つくり、５二女の出産、６官員と薪採り、
７官員と材木、８田への水引き、９草刈り、
10紬織り始め、11夫の労働、12背負い売り、
13収入の事例、14お茶を、15空襲で燃えた

１、井之川に落ちた爆弾
　うがしし　やらはったんちえっ。
　うがしあしが、ふーぅ、酷い目―おー
てぃよ。うんから20キロ爆弾、てぃーちや、
うんちゅんきゃしー。うんか　また、てぃー
ちや、ナオキチぼー（町田直吉氏・故人）
たが、かどぅぐちぬ、トゥミシギぐゎ（本
田富重氏・故人）たがえっ。ヤんくしあら
んぐとぅに、道ぬえっ。てぃっちや、うが
ん。てぃーちや、また、イジリシュぬは
なかちま　はんとぅち　めぃーちっきふが
ち、「あねー、かんま　はんてぃとぅんで
えー」ち言ち。っわっきゃ　まりから
にちゃしがえっ。うりや、20キロ爆弾
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あたんちよ。っいゃーきゃ　コーバラかち
ま　てぃちな　はんてぃてぃ。うがん　は
んとぅしゅんちぬむん。はんとぅしそこね
てぃ。

「石ちっき割てぃあん」ち、ブンイチめぃ
や、言ゅーてぃだ。ムキナぬばー（富澤タ
ラ嫗・故人）たが、オクマタぬ　さー。こー
えっ（山かちま　はんとぅせたわ）。ぬが
ちか、うがん　はんとしゅんちま、方か
くまちげーし。ぎりーぎり回りちゃげな、
あっきちゃげなどぅ　はんとぅしなてぃ
やっ。うがんま　はんとぅちあんち言ゅー
たんちよ。

（意訳）戦時中に井之川にも爆弾が落とさ
れた。夜、夫婦の疎開していた畑の小屋に
直撃弾が落ち即死だった。夜なので明りが
見えたからだろうと言われている。集落内
の町田氏と本田氏近くの道路。イジリシュ

（集落近くの海岸の瀬）の先に落ち穴をあ
けていた。後からわかった。20kg 爆弾だっ
た。コーバラ（土地名、川の原、人家はな
いが疎開している人がいたかも）にも落と
してあった。旋回しながら落とすので誤爆
だろう。
　
２、焼夷弾と機銃掃射
――ヰノかちや、焼夷弾やはんとぅさだ
てぃや。
　焼夷弾んま　ちゃーかた　はんてぃてぃ
ちよ。
――くゎじや、せーらだてぃや。
　くゎじや、さーだてぃ。郵便局が、あむ
　なーとぅてぃよ。焼夷弾ぬ機銃やっ。
――焼夷弾ち言ゅーむんや、っまちぬ　
めーりだれんだ。
っわっきゃ　ヤドゥリんきゃ、むーる　う
りし　めーてぃ。うんから　あげれぬにゃ
が、アキチュ（秋津、現在亀徳）からヤこー
てぃ。かどぅぐちぬヤぬ　ゲンボー（藤田
源善氏・故人）がヤぬうんな　インヌブリ

ちくてぃ。むーる　くんでち　うんなち
でぃあたんとぅ。うんから、爺とっわって
が、トーヤマ行じ、サタし柴。栄ちゃんは、
19年っまーり　なてぃやっ、３ぐゎちや。
どぅんちゅら、ティルヲゥーむっち、はん
ぎりが行きあんせね。とぅしや、っわーは
りや。うん柴マルキ、（お産後）はちかぶ
りから　はんぎぃるたんだ。はちかぶりか
ら、栄ちゃん　産―ちげんから。うんか
ぎりーぎり　ちだんしじあらや、ヤぬ　ぎ
りーぎり。にゃが、

「うーにゃしが、サタダムンぎぃりーぎぃ
り　うちゅち　あたんとぅ。うちゅち　
ねーだてぃか　めーらだだむ、うちゅち　
あたんとぅ　めーたん」ちゅてぃ。にゃに
うっしゅてぃ　言ゃってぃあらや。サタシ
ダムン　うんな　ちでぃあたん訳ぃ。むー
る　めぇーてぃ、ヤから、うがん。

（意訳）「井之川に焼夷弾は落ちませんでし
たか」と問うが、機銃掃射と間違えている
ようだ。機銃掃射でも茅葺き屋根などは燃
えた。家の近くにいた叔父（父喜志富の弟）
も亀徳から家を買って置いているときに燃
えた。父と二人で製糖用の柴を運んで家の
周りに積んであった。そのせいで火がつき
やすく、家まで燃えたと言われた。井之川
での瓦葺きの家などは郵便局など数えるほ
どしかなかったろう。
　昭和18年11月頃に集落の３分の２ほどが
焼ける大火があった（注１）。それから復
興も十分でないうちの戦禍であった。
　注
　１）　「井之川大火を語る」（奄美民話集６『本

田メト嫗の昔語り』拙編312頁）にメト嫗
の体験談がある。昭和18年８月20日生まれ
の筆者の生後数ヶ月後のことであり、井之
川でも大事件であったが、十分な記録はな
されていない。

　２）昭和30年代まで家を買って移築した。実
家も母間から買った家であった。
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３、家が燃えた前後
――うりや、19年ぬくゎじだれんど・・。
　19年ぬ　くゎじあらんご、焼夷弾しよ。
焼夷弾し　むーる。
――20年ぬ話　だれんじゃや。
　なー、しーから17年、18年ぬ　うーむあ
しえっ。
――栄ちゃんが　っまーりとぅれていか、
19年だれんだ。
　っわっきゃ栄ちゃんや、19年っまーりな
てぃやっ（おぅ）。あむが、終戦が20年な
てぃやっ。じき　うーむあしえっ。なっ、
敗戦ならんちぬ前よっ。うがし、うんから
うーにゃしが（「ほーぅ　うむ　うちとぅ
やっ」とテープレコーダのことを言う）。

「柴むん　うかんごしか　ヤーめーらだた
む」ち、うっしゅてぃんたな　っ言ゃった
しがえっ。
　うがし　うんからどぅえっ。うにん　い
きゃしがやちか、栄ちゃん、っわっ、孕でぃ
しゅむなてぃ。19年ぬ１月生まれなてぃ。
サードゥンバリぬマサオあまた　ヤーな
をぅたん訳ぃ。ヰノぬうーくゎじし。しか
18年ぬ11月18んち　あんせね。うがし　ヰ
ノぬむーる　あむなてぃ。うんから　っ
わっ、マサオあんたヤーかち。あんたや、
ユシティルめぃがやっ、うんかフクトゥ
ユにゃが　ヤーにんじゅぬ　しっち、　ヤ
んみー　あたんとぅ。マサオあまがえっ、

「っいゃーきゃ、うがしあてぃか　なーきゃ
ヤかちく」ち言ち。っわっきゃ、マサオあ
またヤな　をぅたんとぅ。

（意訳）「何時頃に家が燃えたのですか」と
確かめている。昭和18年の井之川の大火事
のときには二女の妊娠中であった。佐渡の
豊永さん宅に避難していたが、他の親戚縁
者もきており、混んでいた。

４、出産前後の家つくり
　うんか　爺（父・喜志富）がやっ、

「ふー、うぶに　あむしーあてぃ。くゎん
きゃあてぃ産―はってぃか　きゃーまるん
きぃ」ち。カンニぬ嶺先生が製糖場。あり
500ゐんし　こーてぃ。うにんシュダぬ　ッ
マしゅきゅんちゅ、ぬっちあたんがいー。
トーちがら　ぬっちがら言ゅんちゅ　あた
しが、ッマしゅっきゅんちゅぬ　をぅたん
ちよ。うりに500ゐんし　たんでぃ　ヰノ
かち。300ゐんしがら、いきゃさしがら　
たんでぃ　うるはちやっ。うるはち、う
り、ッヤ、ちくてぃ。さーや、いきゃしが
やちか、砂利はんげぃてぃ。バンクま　さ
んご。デェー切ち　しっち。カキあーでぃ、
さーな敷ち。うんな畳ぃ敷ち　うんな　をぅ
たん訳ぃ、っわっきゃ。

（意訳）父が、避難先の家で「出産された
ら困る」と。神之嶺の嶺先生が所有してい
た製糖工場を500円（？）で買った。諸田
の馬車曳きをしていた人を頼んで運んでも
らった。床などは竹を切って編んで敷き、
その上に畳を敷いて住んでいた。それが、
１年もならないうちに空襲で焼かれた。

５、二女の出産
　（１）出産の前後
　うがししやっ、っわっきゃ栄ちゃんや、
うん小屋なてぃ、19年ぬ１月はちか　っ
まーれぃりぃむんなてぃ、っまーりたん
とぅ。うんか　ふしゅちぎゅんちゅま　をぅ
らん。産婆ち言ゅんむんま　をぅらん。う
がしさんとぅ、テイぐゎあーまたが、山か
らタムンはんぎぃてぃ　きゅーたんとが
ら。うんか　あんが、テイぐゎあーまたヤ
なてぃ、

「キューぐゎや、かし、くゎー産ちゃしが、
ふしゅ　ちぎゅんちゅぬ　をぅらんけぃ」
ち。テイぐゎあーまに　ふしゅ　ちがしむ
んだ。うにんきゃ、ふしゅちぎま　さっこ
どぅ、ちぎむんあしがえっ（笑いながら）。
　やっぱり　ちゅや、やっぱり　いんくわ
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り。うーむしゅしま　ぬーしゅしま　寿命
やっ。
　ふーん、うがし　うんなてぃ、くゎー
しょーとぅてぃ、はちかぶりんたなま。い
きゃしがやちか、ブラブラあしび　なたん
とぅきゃ。
　（２）産後20日から
　爺や、いきゃしがやちか、しかーじ、柴
まるき　はんげぃてぃ　ティルぬヲゥし
はんげぃてぃ　来ーあんせね。たーまるき
べんな　くんぎょちやっ。わんにま　よー
り　しゅららむなてぃち。はちかぶりか
ら。うんから、ティルぬヲゥとぅチナむっ
ち行じ。トー山ぬ　まんなかち行じゃん
とぅきゃがら、ちゃーかーた　っわっ爺
や、山ぬまんな　なーじ　あたんちよ。な
じあむなてぃ　うり　くんでや、くんぎょ
ち。あーとぅき　よーね、じき　遅くなてぃ
ちゅぬ、うむなてぃげか　っわっきゃ　は
んぎぃりが行きゅたしがえっ。行きゅたし
が、うんから、

「トー山ぬ柴　むーる　キシトゥミ爺が
どぅ　はんげぃとぅん」ちゅてぃ。
　（３）敗戦後の山
　うんから、いきゃしがやちか、きしゃ　
敗戦なたんとぅきゃがやっ。井之川中学校
ぬ、うま　あむし　開発し。うんな　あむ
つくりち　山なーじ　めーちゃんせね。
　うがし、うんな　太先生が、

「なか10年後や、くま　しっち　むーる
おーややっ」ち、話ち　うーむ　さんちぬ
話ぬあたしがえっ。うんなり　むーる散り
じり　なーてぃんね、うむなてぃやっ。

（意訳）二女は、その小屋で昭和19年に産
まれた。産婆もいない（注１）。臍を繋ぐ
人もいない。そしたら、母が叔母の家で「キ
ヨは子を産んだが臍を繋ぐ人がいない」と
言ったら、叔母が来て繋いでくれた。どの
ようにして「へそをつぐ」ことがおこなわ
れたか分からない。

　やはり、人はいろんなことがあるが寿命
による。20日間ほどブラブラしていた。
　その間に父は、籠の紐で柴の束を運んで
いた。束を２つずつたばねて運んだ。自分
も家にばかりおれず産後20日目から柴の
束運びに行った。朝夕かよって運んでいた
ら「トー山の柴を藤喜志富爺が運んでいる」
と言われた。
　それから敗戦になった。井之川中学校

（注２）が開発のためだと言ってなぎ倒し
た後、焼いた。太先生が「10年後はここで
会おう」と言ったという話であったがね。
そまま散りじりになれば分からない。
　注
　１）「ふしゅちぎ（臍つぎ）」は、親などがし

たという。経験者がしたのだろう。昭和28
年生の妹も家での出産だった。筆者などの
記憶にある産婆は保井さんである。井之川
では職業として成り立たなかったのか亀津
に転出した。

　２）井之川中学校ではなく亀津二中学校だろ
う。昭和30年代の初期に学校林つくりで筆
者なども昭和33年頃に行った。

６、官員と薪採り
　（１）薪採りと官員
　うんから　うがしぬまりじゃわ、Ｍ・Ｔ
がくゎん員様なーとぅたんせね。しゃん
とぅ、うまが　むーる焼かっとぅむなてぃ。
くんでや、エーノダムンはんぎぃりがち行
じゃんとぅ。うりが、っわっきゃ　うーきゃ
ぶてぃ　はんぎらさんごえっ。っいゃー
きゃあじゃ、あま、っわっ、久子、っわっ
ねっ。トー山かち行じゃんとぅ。うんな
てぃ　いきゃしがやちか、インバリぬ青年
きゃ、サタダムンとぅていち、むーる売り
あんせね。Ｔめぃたテルミた、うんじきぬ
青年きゃやっ、ツルヒコめぃた。むーる
うんなてぃ待っちゅてぃ　真んななてぃ
くーどぅてぃ　うりが説教しゅり。うんか
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ら、たんががいー、たんががら、かし手ぃ
しえっ、かんきーなち、あがん行けち　か
し　あべぃるむなてぃ。

「ほーっ、焼きダムンあしが、とぅりなら
んど」ち。うんから、また　くだーり　う
りてぃ。うんから　ユネィミチ坊が向こか
ら　あがん久子たが、うんヰーカミぬ　う
がんいじてぃ、ユネィミチ坊が山かちいじ
てぃ。うまんきゃな　タムンきゃ　ねー
みぃちゃんてぃ　タムンきゃ　ねむあたし
がやっ。うがしうりてぃ。うんから　く
だーり　くんサラシンチジぬ　うがん行
じ。みんちらさーな　あむぐゎ　ちっ切ち。
はんぎぃてぃ　しーちゃんくとぅんきゃぬ
あむだ。うーたぐらってぃ　採りならんち
言ゃってぃ。
　（２）青年団の智恵
　うがしゃんとぅ　青年きゃ　まるき何十
ち　しーあたんちよ、うね。ヰンバリ青年
きゃやっ。うがし言ゅしが、ありが　うが
し言ゅーたんちよ。うり　うさいらってぃ。
青年きゃぬ　くんじ　あーむ。ありが　う
がし言ゅーたんちよ。
　うがしさんとぅ、青年きゃぬ　ゆる、
むーる　ごそーとぅ　とぅーてぃ。むーる
製糖場かち売てぃ　あたしがえっ。

「ありに　うっしゅてぃ　っいゃったん
てぃ、ありに　うむ　さーるむや」ち。青
年きゃ、また　うっしゅん団体つくてぃん
ね、たまがるむんや　ねーりやっ。
　ゆる行じ　むーる　はんぎぃかよち。
むーる売たんち、話聞ちゃんちよ。
――テルミちか、たんだれんが。
　テルミちか、ユシタキにゃが、ゐんがぬ
くゎぬ、ナセながら　をぅーし、テルミち
言ち。イッチャンがじき　うっとぅぬ、テ
ルミち言ち。
　（３）配慮と恨み
　うんから、うがしなてぃ　わんがえっ。
Ｔま　しか部落ぬちゅにがり、「とぅり、

とぅりち、やーとや　とぅらんぐとぅに　は
んげぃてぃ　かいり」ち　とぅらち　たーむ
あしが。　うんから　うっしゅてぃ　さん
てぃぬ　いーくとぅ　さんぐとぅに　東京
行じ、いきゃしさんがら、わーじに　もー
りしあたんせえっ。

（意訳）伐採され、焼かれていた山に薪を
採りに行ったところ、井之川の伊宝青年団
員が官員に捕まって説教されていた。青年
団員は薪を採り、砂糖製造する購入希望者
に売っていた。どの青年かがここへ来るな
と合図をしてくれた。それで、よけて他の
山に行った。青年団員はすでに薪を束にし
てあった。説教されたが、夜に薪運びに行
き、背負いおろして売ったそうだ。開発の
ために焼いてあった木も官員から見れば官
有林だったのだろう。青年団員は、アラジ
ウチ（畑などの荒地耕し）なども引き受け
て活動費を稼いでいた。薪採りも団費稼ぎ
の一環であったろう。官員は恨みをかった
のか若死にしたそうな。
　
７、官員と材木
　うんから、また、Ｔ・Ｈやっ。Ｈたが、
また、いきゃしがやちか。終戦後なたん
とぅ。山行じ。ゆーあんせね。ターバラ行
じ、赤松じゃら、松切ち、むーるケィタじゃ
ら　とぅてぃ。ネィタじゃら　とぅてぃ。
バンジョ金ぃたな　むっち　ちーあむ。く
んでや、きーさ　どぅぬとぅてぃ。うり　う
さいてぃえっ。「とぅりな」ち。くゎん員な
てぃ。「とぅりな」ち　うさいてぃ。
　いきゃしがちか、うんから　どぅぬ　
とぅーてぃ。うがしさんとぅ、ッヤつくた
んせえっ。あーじゃたま　長生きさーだた
んせえっ。ッヤつくてぃ　すぐん　もーり
し　あたんせえっ。
　うんから、Ｆが、うんッヤこーてぃ　しー
あたしが。また、Ｆま　わーじに。もーり
さんせえっ。
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　うがしさんとぅきゃら、トシオにゃが
とぅんべしが行じゃんとぅ。うんからＦ
にゃが・・・。

（意訳）終戦後は、家をつくる材木なども
山で切ってくるものだった。みんなが自分
の山林をもっているわけではない。Ｈ達が
ターバラ（直訳・田原、地名）に行き、松
を切って材木にしてあった。官員が捕まえ、
没収して自分がそれをとり、家を建てた。
そしたら父など長生きしなかった。その家
を買って移築した人も若死にした。
　俚諺に「ちゅぬ　にー、はーめぃがらち
か　いーくとぅや　ねん（人の気持ち痛め
ることをすると良いことはない）」と言う。
官員が材木にしてあるのを横取りしたとみ
たのでしょう。それを使った家に住む人に
は良いことがなかったと解釈している。

８、田へ水引き
　Ｆにゃち言ゅんちゅんきゃま　ほんとま
　あしが、言葉や（ゆたー）。あきし、ニ
シバルなてぃ、久子がむん　っわっきゃ
しゅーたんとぅやっ。言葉や、うりやうり
や、もーう、上品な言葉し、正直にし、い
きゃしかしち　ちゅてぃ　ぜーとぅ。っ
わっきゃが　あき　しゅーてぃか　いきゃ
しかしち言ちか。
　うんから　みぃじはらし時期なたんげぇ
か、っわっきゃや、にちゃ　はんげぃとぅ
てぃ。うん　上行じ、めぃめぃ　さーじ。
きゅらー　ヰーぐゎ　しち。みぃじ　さー
かち　うるち　どぅぬ田かち　いーてぃ。
なっ、田ぐゎ　むーる　生きるんされちち。
うんか　草刈てぃぬまり、かいてぃち。
　ちゅーけりんきゃ、わたしーち。ヤーか
ちなっ　草ぐゎ　はんげぃてぃ行ききらん
ち。わた曲がてぃ　さーしがえっ。
　うんが　まりか。うんが　なーちゃ行
じゃんとぅ、みぃじ一滴うてぃとぅむん
じゃわ。ちゃかた　むーる。わんが行きゅ

んむんをば　にち。みぃじや、むーる　な
んが　とぅーてぃ。Ｆまさにゃが、とぅ
てぃ。うっしゅてぃ　さんとぅきゃが。
はーっ、うんから　わんにま　なーちゃや
な。うんがちぎからや、なーな馬鹿らしあ
ぬ　ちゅぬほーこ　しーなてぃち。どぅぬ
あぶしなげーり、どぅぬ田かち　みぃじぬ
ふぇーるっか。くんでや、うんかハンシ
ンむっち行じ。どぅぬあぶし　なげーり。
みぃじぬ　ふぇるっか。くんでや、草刈
てぃ。ぶち草刈てぃ。うがし　みぃじ入―
たんとぅし。うにん２時、３時ごろべーヤ
かちかいてぃち。ハンシンむっち行じ、ハ
ンシンかーでぃかえっ。　
　わた　しちゃんげか、くん荷ぃ、いきゃ
し　はんげぃてぃ　きゅむかいーち、しわ
しゅーむん　あたんだ。わた　うちちか
るり。ティルや、しか　うむや　まるきや
しー。ほーぅ　くり　はんげぃてぃ行きゃ
だてぃか。
　うがしか、うにんぬ金ぃ。いきゃしがち
か、っわっきゃあじゃた、植村（組の工事）

（亀徳の）波止場。300ゐん、日当。日当
300円しゅーたんとぅ。ぃやっきゃ　あま
た　うにん　きしゃ、6,000円し　ノロうり
しゅーたんとぅ（次項へ）。

（意訳）Ｆ叔父などは、言葉は丁寧に正直
そうに話すが、裏では自分さえよければ良
いという行いをした。田に水を引くために
水路を赤土で補修しなければならない。そ
れには参加しない。田に水を引いて家に
帰って来た。再度田に行ってみると、Ｆが
自分の田にだけ引いてあった。それからは
食べ物（芋）を持って行き、水が入るまで
は畦の草刈りなどして午後２時頃に帰っ
た。腹が減っていると刈った草の荷物を背
負って行けるか心配するものだった。
　その頃、主人などは亀徳築港工事の賃稼
ぎで日当300円もらっていた。君の母（嫗
の姉）などは紬を織り切ると6,000円（１ぴ
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きか１反（＝３丈）かで）もらっていた。
　注
　１）用水路がしっかりしていない場所、取水

設備が不十分な場所にある田は水を田に張
るのが大変であった。筆者などもニシバル

（西原）にある田の水引に何回か数えられ
ないほどの日数ミジハラシ（水ひき・水路
口の番）に行った。

９、草刈り
　うんか、わっ、いきゃしがやっちか。ナ
ヴィンギョ行じゃら、あがんが、ぜーとぅ。
草ま　あしが、あまんくま刈らんとちねー
よ。フーバサから、うんから　うんとぬ
向こうぬ、ぬっちが、あまぬ（上野）直道
にゃが田、うまんきゃ開発なたしが。ヤノ

（八納）さんた　むんきゃ　うんとな　あ
んせ、フンジュリや。うんから　ぬぶーり
　刈てぃ。キイチロ（藤田喜一郎）めぃが
むん行じ　はんくち。あきしどん行じ　は
んくち。うんかキイチロめぃが、うんと、
ジキじゃいろいろ刈てぃ。また　うんとぬ
　ぬぶりぬ　あぶしなげーり。こーと　
うぃーぬタガチぬうぃぬ上たなま、刈てぃ。
ティルゐしてぃ。刈てぃ　しっちや、ティ
ルうしくみ　うしくみし。うんなてぃ　
ちゅーしりきり　うち。うがし　うんから
　さーかち　うりてぃち。
　うにんきゃ　おとろあん。ふーん　あぶ
しぬ　うーむ　しゅんとんきゃ　ぬが　をぅ
んがら　わからんご　あたしが。うっしゅん
と　しーま、やっぱりマジムンち言ゅーむん
や　をぅらむ。
　フーバサんきゃちか　おとろあん、うん
ぬぶーりぬ道んきゃちか、くらにし　ガマ
にし
　うがし、為（さん）。売てぃあたんせ。
ナオコーにゃが　くゎにがら、15万（円）
し　道、便利がわーさむなてぃ。うんから
うま行じ　あきし。うにん　はんぎぃてぃ

ヤーかち　きゅーたしがえっ。ふーん　っ
わっきゃがり　草刈り、タムンはんぎぃり。
　ちゅっけりんきゃ　いきゃしがやっち
か、沖（現・沖島）ハルあかとぅ　わった
りナヴィンギョかち行じゃんとぅきゃが
ら。ちゅっけりや、また、キヨ子とぅわっ
たり　行じゅーたんとぅ。ウィータカにゃ
が、ナヴィンギョ、向こから　にちえっ。
ジキ山なてぃ　キヨ子とぅわって　ジキや
首って　しゅんとなてぃ刈とぅたんとぅ。

「っいゃーきゃや　っとぅぐゎんきゃじゃ
やー」ちゅてぃ、わきゃにあびぃてぃ
えっ。っわっ、キヨ子とぅわったりにやっ。
わきゃや、ジキぬ　わーでぃらどぅ刈りあ
んせね。ジキ山か　うどぅれあんせね。う
がし刈てぃ。うんからナヴィンギョぬトゥ
ミケン（藤田富健氏・故人）た　むん刈
てぃ。うんから向こかち行じゃんとぅ。

「えーっ、っいゃーきゃ　うっしゅん首て
んしゅんジキ山かち　ふぇっち　っとぅ
ぐゎた　さったんぎり　ちまらんぎぃあし
が」ち、たんこぐぃ、っわっきゃに　あびぃ
りちよ。しか、わってが、首っけしゅる　ジ
キ山かち　うがしゅてぃ　あびぃらり。
　ちゅっけりや、また、ぬぶーりぬぶり
刈てぃぬまり、いきゃしがやっちか、チョ
ウユシにゃが　むんたな刈てぃ。いきゃし
がちか、みティルがら、みしりきりがら
はんくちえっ。うんから、ちゅーしりき
りチョウユシにゃが田ぬ　うま行じ充ち
てぃ。うんからえっ、まるき　しゅんちか。
たーしりきりぬむん　なたんとぅきゃ。う
りがしか　ちきゃ草なたんとぅ、まるき
ぬ。うんと　荷ぢくり　しゅんちか、うん
とたっ切れぃし。うんと　また　マギィア
し　くんじか、また　うんとぬ　たっ切り
てぃ、かし　また　あむしー。ぜーとぅ　何
くゎいし　うんから　さんとぅ・・。

（――電話だれん。電話、電話。
　っわっきゃや、みんが　わーさん聞きゃ
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らんだ。
――でんな　おぼらだれんどー）。
　まるきしゅーむ　にーちされーえっ。う
んから　ぐぃーぐじ　しーなてぃ。むーる
ゆくとぅんせね、あしかでぃ。わってが、
かっしゅん　まるき。うがん　とぅっけら
し　うんと　まるきし。荷づくり　まん
でぃし　さんとぅ。うんから、うりにち
むーる　わた　くわてぃ　あらんかや。

（意訳）飼い牛の草刈りは日課というほど
で、あちこちでした。今であればマジムン

（ハブ）がおりそうで怖いところでも平気
で刈って歩いたが幸いハブに咬まれなかっ
た。ある日などキヨ子（藤田）と二人でス
スキ原の首が出るくらいの場所でススキの
若芽を刈っていたら、集落の人が心配して
声をかけた。若い者が事故にあったら大変。
当時は多くの人々が草刈りをするので草が
少なく、短いのを刈ってあった。それを束
にするのが難しく、四方八方から草紐でた
ばねていた。休憩していた人々が笑っただ
ろうと思った。
　ほとんどの家に役牛がいたころは多くの
人々が草を刈るので、道路沿いなどに今の
ように草は生えていなかった。筆者なども
小学生の頃から草刈をさせられた。

10、紬織り始め
　うんから　っいゃーきゃ　あーじゃが
えっ、

「ばー、ばっ、ノロぐゎ（注１）　うりんじょ
くねりや」ち、わんに、かし言ゅーたしが。

「っわっきゃ、ノロぐゎ　うたんてぃ。あ
じゃが、植村ぬ築港行じか300円もーけぃ
るむなてぃ。金ぃもーけぃらちか。うりや
さーらむなてぃ。植村ぬ金ぃ儲けぃんきゃ
ぬ　ねんごなてぃか　ノロぐゎんきゃ　習
ろや」ち。
　っわっきゃ昭和38年ぬ10ぐゎちから
どぅ、習ろいちけたしがえっ。うり　うが

し　あむあたんだ。っいゃきゃ　あーじゃ
た、っわっきゃが　はんぎぃりゅむ　にー
ち　きむちゃげあ　にーちされー。

「ノロうりんじょくねーりや。ノロぐゎ　
うてぃか　ぬが」ち、っわんに言ゅーたん
ちよ。

「ノロぐゎま　うりちゃーま　あれるし
が、っわっきゃにや、うねちかくねち　ノ
ロうららむなてぃ」。

（意訳）義兄（筆者の父）から「紬織りは
できないか」と言われた。「主人が賃仕事
で稼ぎに行っているから家の仕事をしなけ
ればならない。主人の仕事がなくなれば織
るのを習おうと思う」と話した。それで、
昭和38年10月から紬織りを習い始めた。
　注
　１）「ノロうり」は布織りが直訳だが、紬織

りを指すのが一般的である。
　２）井之川にも紬工場が昭和40年前後には５

棟ほどあったように思う。大正時代には染
物工場などもあったようである。

11、夫の労働
　うんから、金ぃや　ねーり。秀夫が鹿児
島行じゅりがら（注１）、だー行じゅりが
ら、金ぃじまりしー。うんから、お父さん
300ゐんし、いちばーん働きゅんちゅどぅ、
ヘロち言ち、上ぃぬ岩盤から行じ。チッチ
あがんむっち行じ。なんきゃにし　あむや
あらり。原打ちとーち、ちゅんきゃぬ　ちゅ
りな　もーりさんちゅてぃま言ゅーたしが
やっ。原打ちとーち、うにん　くんでや、
スコップし、うり　むーる　ヘロち。ちゅっ
きり、ちゅっきり　あむ　あんべちよ。う
がしか、鹿児島ゐんがぬ、

「なんさーぬ人は　何しちょるんじゃー」
ち言ちから。気張りちゅや、いっきゅた
入―てぃ　充ちるしが、ずぼらむんきゃ、
なーらゆか入りきらんせね。うがしか、ヘ
ロぬ何番ヘロち、番号がちっちゅむなてぃ
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や。１、２、３ち並びなていやっ。
「何番ヘロてぃごろあや、人は何しちょる
んじゃー」ち、うがし　あびぃるたんち。
鹿児島語しやっ。うりが　あびぃるんちゅ
てぃ、っわっきゃ　あーじゃや、ヤちゅてぃ
うがし言ゅーたしがえっ。ゆんばりむん
べーかてぃ。時間ぬちか　うーむんや走り
あんせね。むーるが　むんや　一杯なてぃ
走てぃか。うりべー　なーら　あんせね。
うまぬちゅや、ぬーしゅんがち　あびぃら
り。うがし　っわっきゃ　あーじゃたや、
だー行じま気張るむんなてぃ。15円昇給
さってぃ、315円。
――15円。
　15しんされー（注２）。
――あれら。うんとぅきや、昭和30年代な
てぃ、15円だれんだ。
　300ゐんなてぃ、315ゐんあし。15しん　
あらんかや。アキチュたな、うむし300ゐ
んしゅーたんきぃやっ。Ｍさんがキャン
デー自動車な。フクにゃが、昭和何年が
いー。40年、Ｍさんがキャンデーしゅー
たんせえっ、ヤーなてぃ。全島かちキャン
デーうるしゅたんせえっ。うりが、アキ
チュたな行じゃんとぅ、300ゐん　あたん
ちよ。しょーてぃ行きぬ　てぃまよ。自動
車ぬってぃまよ。フクにゃが行きなてぃ、
Ｍさんたんだんとぅ、まじな行きなてぃ、
ぬしてぃ　もろたんとぅ。っわっきゃ伯父
さんや、500ゐん札　とぅらち、

「また　なんが　きゅんとぅきや、たんばっ
てたぼれ」ち。栄良に、

「きゅんとぅきや、くり　たんどぅけぃ。
なんが　きゅんとぅきや　たんどぅきぃ
よー」ち。とぅらち。うにん300ゐん　しゅー
むん　あたんだ、アキチュんたな、車賃
ぐゎ。うがし　じき。　
――植村あてぃか、なーかにま　賃めぃや
ゆたーあてぃあれらや。3,000円。
　300ゐん。

――車賃とぅ、１日ぬ賃めぃとぅや、ゐん
さあれてぃや。
　ゐん、ゐんさべ　あたんちよ。うんから、
500円とぅらちゃんとぅ、

「かっさんげがり、ふーあん」ち言ちゃん
とぅ。

「また、たんばって　くーりよ」ち。うにん、
伯父さんや、最後あたしがえっ。

（意訳）体格がよく、徴集され海軍に服役。
鍛えてあったので良く働いた。賃労働でも
気張るでのノルマを果たした。仕事も困難
なところにもやらされたようだ。ヘロとい
うトロッコのような物に土砂を入れるが、
個人の力量によって車によっては一杯にな
らなかった。
　注
　１）長男で高校時代を鹿児島で過ごした。
　２）銭と円の単位に混乱があるようだが、そ

のままにしておきたい。

12、背負い売り
　（１）米売り
　うんか　わんが言ゅんせえっ。くめぃ
ぐゎ　ぐしゅう　はんげぃてぃ行じ、ヨ
シテイめぃに売ていか、100円なてぃ。う
んか、よそめぐてぃか、120円し売らりな
てぃ。うんから　まーじ　うんめぐら　め
ぐてぃ　にーちにゃんまち。ヨシティめぃ
がッヤぐだーり。ヨシテイめぃや、ヤーな
をぅてぃ。うんか　くだーりうりてぃ。く
ま行じ、くんめぐらぬヤー。金ぃむちぬヤ
なてぃ　こーゆんがら　あてぃねんち言
ち。くんでや、階段ぬあんッヤあたしが。
かし行じゃんとぅ。っわっきゃ、きしゃ８
時や、あま行じゅんでね。靴くみ　しゅー
たんちよ、玄関なてぃ。うんちゅや。

「くめぃぐゎんきゃ　こーえらんせ」ち。
金ぃむちなてぃ　こーゆんがら　あてぃね
んち思たんとぅ。

「はーっ、くめぃぐゎや、いれら。わきゃ
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や　いらんヤーだれん。つくとぅむなてぃ」
ち、っわんに言ち。うんから　うんちゅぬ
言ーじゃわ。あり秋武さんあてぃか、たん
かあてぃ　あらんかやち思ゆしが。

「くんめぐらぬちゅや、むーる作人ぬ、く
めぃ　つくとぅむなてぃ。こーゆんちゅや、
こーぬ向こう行じか　こーゆんけぃ。ぃ
やっ　あがん　はんげぃてぃ行けぃ」ち。
うがし　わんに語たんとぅ。はー、かしに
しか、あむなてぃち。ニキろかんぬ　あた
んせね。うま行じ　うるち。うまぬ　をぅ
らんとぅきや、ヨシテイめぃがッヤかち
100ゐんじち　うるしゅたしがえっ。100ゐ
んがら、70ゐんがら　あたしがえっ。
――いっしゅう。
　いっしゅうよ。ふーぅ、金ぃぐゎ　ねん
ぐとぅに。栄ちゃん、月謝（注）。金ぃぐゎ
ねんご。70ゐんがら、あむしゅむだ。うに
ん、ぃやっきゃ月謝が２ゐん。２ゐんどう
しゅーむん　あたんちよ、うん２ゐんぬ
金ぃぐゎ　ねーむ　あたしが。うがし　く
めぃぐゎ　はんぎぃてぃ行じ、とらちゃん
とぅ。
　植村ぬ工事しゅんとぬ　炊事場かち行
じゃんとぅ。

「くめぃぐゎんきゃ　いれらんせ」ち言ちゃ
んとぅ。

「いるん」。えーっ、いっこいさんち　思
てぃ。120ゐんし売らりゅんがらあてぃね
んちさんとぅ。　

「っうり　給料たな待っちたぼらんな」ち
言ゅーり。

「ほぅ、っわっな、あちゃ　うむしゅん金ぃ
なてぃ。給料んたな待たらん」ち、または
んげぃてぃ。また　元ぬヨシテイめぃたヤ
かちしっち。100円しがら　とぅらちゃし
がえっ。はーっ、アキチュシマじゅう　は
んぎぃもーらち。
　（２）サツマ芋売り
　ハンシンはんぎぃり。アキチュちゅん

きゃ、
「ハンシンぐゎんきゃ　いれらんせ」ち言
ちか、

「ゆたーれるん」ち。うんヤ行じま、くん
ヤー行じま「ゆたーれるん」ち言ゅんとー
あしが。ヰノや、「たーれるん」ち言ゅん
せえっ。うがしかよ、ちゅっけぃぶりぬヤ
や、「ッワーちかのとぅんけぃ」ち、こー
たんちよ。うんから、カメィジぬイトゥマ
ン行じ、70しん（円？）し売てぃにーちだ。
ふーぅ、アキチュシマじゅう　めぃぐてぃ
　売りらんご、また、カメィジかち　はん
げぃてぃ行きでね。はーぁ難儀やしーあ
よ、っわっきゃ（笑いながら）。
　うがさんとぅ、また、キンセイ店屋ぬ、
沖縄ぬ（人々ぬ住む）。うがん行じゃん
とぅ。

「ハンシンぐゎんきゃ　こーいしょらんせ」
ち言ちゃんとぅ。あーまがいじてぃち、

「あーぁ、ハンシン　こーえるん」ち言ちゃ
んとぅ。裏かち行じ　こーゆわち思たん
とぅ。いろは屋から　くだーり　うりてぃ
行じ、なぬ　ニシダぬうま、あま。むとぅ
　イトゥマンヤあたんせ。後ろや浜しか、
イトゥマン部落（集落）あたんせ。うまん
たな　はんぎてぃ行じ。うにん。ティル
みーぬハンシンだ。うまなてぃ　いきゃし
がやちか、80しんがら、いきゃさがら　あ
たしがえっ。
――１斤が80銭だれんや。
　ティルみーし80しんよ（うがしか80円
じゃ）。１斤が　80ゐんがら、80しんが
ら、っわっきゃなっ　うべぃらしがやっ。
うり　うがし売てぃ。
　うん金ぃぐゎ、ちこいきらんご。うんな
り。トーフぐゎ　ちゅっきり　あたんてぃ、
ぬーぐゎ　ちゅっきり　あたんてぃ。あ
めぃだま１しんし　かっしゅんコンペイト
ウえっ、とぅーこーやるむ　あたんちよ。
――１円じゃろ。
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　１ゐんしがら、とぅー　こーやるむ　あ
たしがやっ。うり　うむぐゎ、てぃーち　
こーてぃ　しんび　きらんご。
　うにん　また　カンニバルかち　しっ
ち。また　ヤかち　はんぎぃてぃきーで。
　あーとぅき　ふぇーあ行きなてぃやっ。
シュダ　ぬぶーり行きゅんとぅきや、シュ
ダ・ワセィわれんぐゎきゃぬ　しにや、か
し曲がてぃやっ。しぎょろあや　あり、し
に曲がてぃやっ。けんどぐだーり　きゅー
たしが。っわっきゃま、裸足しどぅ行きで
ね。うがし　はんげぃてぃ行じから、あっ
きゅんげにし、ねぃちが　いじりなてぃ。
　昔や、なーにしアスファルトや　しーね
り。フンニャグ石あんせね。しにや、痛
ちゃーり、しぎょろあや、あり。ふーぅ、
うがし　初めぃぬ　うちや、しぎょろっけ
ち、しにぬ　しゃんわた　うむしゅしが。
　（３）知恵を働かす
　うんから　しょーでぃ　いじてぃ。カン
ニバルなてぃ　ハンシンふーてぃ。ティル
な　ゐしてぃ。ヰノから　なーどぅ行じ。
うんから、はんぎぃてぃ　シュダぬぶーり
行きゅてぃ。うがし行じ、売てぃ。うんか
ら、ハクゴバンシンぬ、かっしゅんハンシ
ンぬ、フルフルし、ちゅーむとぅ　うっちか、
たーちま　みーちま　さがてぃ。ちょーぅ、
畝ぃぐゎ半分べしティルみーなり　なてぃ
やっ。うがし　はんぎぃてぃ行じか。
　かいりや、いきゃしがちか、ヤーかち
来ーや、ヤぬはんめ。ウーバンシンや、むー
る　より分けてぃ。くゎーハンシンぐゎ
べー　はんぎぃてぃ、カンダまるき　せ－
せ。うがし　また　ヤーかち　きゅーてぃ
だ。

（４）経済状況
――栄ちゃんが、いくちんべーありだれん
が。
　栄ちゃんたや、きさ、なー、中学校１、
２年べーあたわ。じぎょう料２ゐん入―る

る金ぃ　ねーだたんだ、うん時期や。卵
ぐゎむっち行じっか、２しんぐり。３しん

（２円か３円じゃろやー）。３しんか２しん
ぐいんと思ゆしが。ネギぐゎ　むっち行じ
が15ゐんし売らるてぃ。うがしなてぃ３円
じゃやー。15ゐん　ネギぐゎ　かーんべ
ぐゎむっち行じか。
――卵どぅ　たーれたんど。
　卵ぐゎや、てぃーちしどぅ、２円50しん、
３ゐん　なてぃ。とぅーむっち行じかどぅ、
30ゐん　あしえっ。３ゐんし売てぃか　30
ゐん。ぎにゃーむんや、25ゐんよ。
――ネギどぅ　たーあれたんど。
　ネギぐゎ、いちか　あむしか、15しん

（円）とぅらるむなてぃ、ゆたーあたんし
じあし。いじはなちよ、うりが。うんかデェ
クニぐゎぬ、かっしゅむんぐゎ　みーち15
しん。みーちか、ゆーちんべな、うっしゅ
むんぐゎ。また、ふぇーあむんが　くんじ
むっち　売りが　むっち行きゅたしが
えっ。

（意訳）急に現金が必要になった時など米
や芋などを背負って亀徳や亀津に売りに
行った。その時の体験談である。ちょっと
でも高く売れないかと家を一軒ずつまわる
様子を話している。また、芋売りの体験な
どである。芋はイトゥマン部落（糸満の
人々が集まっている亀津の区画をさす）に
売った。
　現金収入の難しい時代であった。農家に
とっては米と砂糖を売った時がまとまった
金が入る時であった。あとは、バナナ、ネ
ギなどを作っている家では亀徳、亀津の店
などに採れる時期に売る程度であった。
　注
　１）月謝はないが、学級費などをさしている。

二女は筆者の同級生である。昭和32年から
中学生である。その頃の話。筆者の母など
他のことは忘れても朝、急に昭和24年生の
娘が学校へ持って行く金の徴収袋を出した
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ら金がなく豊山豊忠義兄宅に借りに行った
ことを話している。

　２）藤久子姉（昭和６年生、筆者の長姉）は、
15ｋｍほど離れた山（さん）集落などから
塩を籠に背負ってきて家で一休みして亀津
に売りに行ったと話す。

13、収入の事例
　（１）生活費の回転
　はいー、っわっがり金ぃぐゎねんご。
金ぃもーけぃち言ゅむんや　ねーり。く
めぃぐゎ売てぃ小遣いぐゎしーか。サタ
金ぃぐゎし　配給米ぐゎ　とぅーてぃえっ

（こーてぃ）。うっしゅてぃどぅ　生くゎつ
しゅーむん　あてぃあらや。
　二期作ぐゎ　とぅてぃから、いきゃしが
やちから、ウギ金（注１）ぃぐゎし。ウギ金ぃ
ぐゎま　みんちら作てぃから　ウギ金ぃ
ぐゎし　くめぃぐゎ、配給米ぐゎ　こーてぃ
かーでぃか。　
　うにん　くんでや、また　アキし。アキ
ぬ　とぅらり　なーてぃか。
　（２）小作（うけぃり）
　ムリマシ（森増）、シモゴ（下川）。ぃやっ
きゃむん　うけぃとぅてぃか。120斤しが
ら　うけぃとぅたしが。ムリマシ、うけぃ
とぅたしが。ムリマシぬ先とぅらるむな
てぃ。うりおば、へぇく　かてぃ。うむし、
アキしばんめ　とぅてぃ。うがしか、うん
かムキナ、アキしか。うにん　また　ぃ
やっきゃヤかち、あじゃ、はんぎぃてぃ行
じか。っいゃきゃあじゃや、倉な　かっしゅ
んバナナさげぃてぃ　あーてぃか。
　（３）バナナの思い出
　バナナ、かし切ち　かめぃち。っわっきゃ
おとさん（夫・栄良氏・故人）、どんちゅ
ら　かみきらんぐとぅに、みーちんべ。い
きゃさんべ　もろゆんがら、もろてぃか。っ
なり　かーでぃか　かーでぃぬ残り　また
むっち　しっち、ヤかちえっ。バナナぬ

かっしゅんバナナぐゎんきゃ　かまちゃ
む、きぬに　しゅんだ。っいゃーきゃあじゃ
バナナつくとぅたんせね。
　杉原（さん）。コーバラじゃ、ムキナじゃ
ら　つくてあてぃ。杉原（さん）ち言ち、
バナナこーゆんちゅぬ　をぅんせ。こーゆ
んちゅぬ　をぅたしが、っいゃーあてぃね
や（ブマ）。ブマな。なーま　こーとぅんだ。
なー、うんちゅ、爺ぐゎなーとぅむあし。
あねー、あんちゅ　むとぅバナナこーゆた
ん杉原さんち言ゅんちゅ　あたしが。

「っうりや」ち言ちゃんとぅ。
「うりだ」ち、言ちゃんちよ。
「はーっ、やっぱり、とぅし　とぅーてぃ
か　わからんご　なるむんじゃや」ち言ち。
昔から、あむし　こーゆたる　杉原（さん）
ちがら、上原（さん）ちがら　ぬっちがら、
杉原ちじゃろ。はなちゃしがえっ、っいゃー
きゃあーまが。

「えーっ、かわとぅむじゃやー」ち。やっ
ぱり　っわっきゃが　とぅしとぅるんが
にし、向こぬちゅま　とぅし　とぅーとぅ
む　うぃーむんぐゎ　なーとぅむ　かわり
ちゅなとぅ（笑い）。うり　まるきーり　
うーむんぐゎなてぃ　うむしゅーたんせ
えっ。っわっーはり　なたんとぅきゃ、う
りが青年時代なてぃやっ　あむあたしが。

（意訳）甘蔗の収入で配給米を買ったり、
先に収穫できる米を食べながら次々と田の
収穫もした。土地を小作もしていた。バナ
ナをもらったら、残して家に持って来た。
杉原さんというバナナを買った人の思いで
等々生活の様子を話している。現金収入の
大変なことなどである。
　注
　１）徳和瀬に大型製糖工場が建てられ昭和36

年12月から操業開始。キビ代になった。

14、お茶を
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　いちゃ湯ぐゎ　あてぃま　あむしーたむ。
――いいーかたりぐゎ　せーたんど　おぼ
らだれん。

（意訳）お茶を勧める時に「熱い湯でも」
と言っている。話に夢中になってお茶もだ
さなかったこと。シマ（集落）では雑談な
どすることを「カタロイ（相互に語り会
う）」と言う。この機会が伝承の場である。
　
15、空襲で燃えた
　（１）学校の様子
　戦死さーる　額、飾てぃ　あたしがえっ。
むーる　めーちゃしがえっ。
――うりや、小学校ぬ　めーるむ　にちゃ
ん訳ぃだれんや。
　ゐん、ふーぅ　バリバリ機銃射撃　しー
ちけてぃか。うりうり　にんじゅぬ　さー
から　にーどぅ　さーるんぬ。たっちがり
にーきるむんじゃわ。やらはり　さーめぃ
ち思てぃ。うがしから、カンニがっこう
撃っちから、八之峯ぬ　学校にーち　バリ
バリーち行き行き。
――爆弾や　はんとぅさんご？
　機銃。機銃。焼夷弾　ガソリンまーち。
うにん機銃しーか　バリバリめーり　あん
せね。うがし　はじめぃ南校舎ちっしっ、
うんがちぎ　また　あまだけ　のーとぅた
んちよ。北校舎や、のーとぅたしが。北校
舎たな　やらはってぃ、　

「あねー、学校　むーる　焼け野が原なてぃ
あね」ち言ち。あむだけ（奉安でー）の
てぃ。奉安殿だけ　のーたしがやっ。
　（２）戦後の学校再建
また、うんから生徒んきゃ　学校行きゅん
がにし　なたんげーか。きゅーま　あちゃ
ま毎日、作業しーあんせえっ。しまいにや、
洗面器むっち行じ、イナグはんぎぃり、カ
バンな　いなぐ　はんぎぃり。っいゃー
きゃまイナグはんぎぃたんぎぃや（あんま
り　うべぃれら）。っわっきゃ秀夫たま行

じ（っわっゆま　うっとぅ　あれらや）。
秀夫たが　うん時期、っわっきゃ秀夫、24
年っまーりなてぃやっ。
――きさ、学校や、できとぅてぃよ。っわっ
きゃ、ゲィヤ葺きぬ、あん　マタバラヤ
ドゥリぬどぅるぬなーだれんだ（教室に雨
水入った）。
　マタバラヤドゥリなてぃ。っいゃーあま
かち行じ、マタバラヤドゥリなをぅてぃ。
カンニ学校かちしっち。カンニ学校か
ら、また　あがん行じ（現在の井之川中学
校）。っわっきゃ栄ちゃんた　行きゅたん
せえっ。

（意訳）学校が機銃掃射を受けて燃えるの
を溝の中から見ていた。ガソリン（灯油？）
をまいて機銃掃射すると火がついた。奉安
殿だけ残った（建っていたのは、昭和18年
生の筆者なども記憶に残っている）。
学校が燃え、生徒は毎日作業ばかりであっ
た。家から道具を持って行き、浜から砂運
びであった。
　戦後は、萱葺校舎で地面の上に手作り机
椅子を置いて勉強した（筆者などの小学校
時代である）。天城町のゆいの里広場に茅
葺校舎が復元されている。
　御教示の終わり
――８時なてぃ、おぼらだれん。
　ぬっぐゎあてぃ　かーでぃ　たーむ
えっ。
――いっぱい　もろえてぃ。

（意訳）「午後８時になった。有難うござい
ます」。「何でも食べれば良いのに」。「一杯
頂きました」。

16、おわりに
　17年間の時の流れは記憶をかなり忘却の
彼方へ押しやるようだ。キヨ嫗は特別なこ
と以外は多くのことを忘れておられる。そ
れが自然のうたなのかも知れない。
奄美民俗文化の記録は、研究者の関心に
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よって詳しく研究されている民俗事象もあ
る。人々の生活史（誌）の視点でみると、
民俗事象に対してどう対応したのか、日々
の暮らしの様子はどうだったか等々資料の
収集が必要なことも多い。
　筆者なども民俗文化の収集は、詳しいと
思われる話者の語りをもとに事例を提示し
たりするが、文化研究という名のもとに伝
承し、話した人間の記録（生活史・誌）、
研究が少なくおろそかにされてきたのでは
ないか。名もなき文化を担った人間研究の
必要性を痛感するものである。その収録を
ある事象（くぅうしゅうどぅき・空襲時、
太平洋戦争時期・大東亜戦争時代）を中心
に聞書きすることも今ならできるだろう

（例えば「語り継ぐ戦争」南日本新聞のシ
リーズ等）。


